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本日、クライメート・ボンド・イニシアチブ（以下 Climate Bonds）と北海道・札幌市は、

北海道におけるグリーントランスフォーメーション（GX）の推進に向けた政府の支援、及び

政府との協働による GX 金融・資産運用特区の環境整備により、北海道・札幌市の地方創

生を加速させる必要があることで一致しました。 

 Climate Bondsは、AI導入の急速な拡大が、日本のエネルギー需要の増加につながる

ことを認識しています。その多くは、人工知能（AI）技術を活用したデータセンターの急速な

成長によるものであり、再生可能エネルギー資源に恵まれた北海道などの地域にデータセ

ンターを設置することにより、地域経済の活性化が、より持続可能なものになると考えて

います。さらに、データセンターや GX 関連産業の集積を通じて、北海道・札幌市への金融

機能の拡大に貢献するため、Climate Bondsは専門的な知見を提供し、積極的に支援す

る意向を表明します。 

北海道は、エネルギー需要、とりわけ再生可能エネルギーに対する需要の増加により、北

海道における再生可能エネルギーに関するサプライチェーンの構築が期待され、半導体産

業やデータセンターといった再生可能エネルギーを必要とするGX・DX関連産業への存

在感を高め、その集積を図ることは、地方創生のチャンスにつながるものと考えます。北海

道は、GX金融・資産運用特区の活用など、GX・DXの推進を通じ、環境と経済が好循環す

る持続可能で活力ある地域となり、再生可能エネルギーの供給基地として、またその活用

拠点として、日本や世界の GXに貢献します。 

札幌市は、今後より一層の集積が期待されるＧＸ産業を支える金融機能の強化集積が必

要だと考えます。札幌市は GX 金融・資産運用特区を活用しながら、イノベーションを創出

するスタートアップ企業の育成やアセットマネジメント会社などの金融機能の誘致を進める

とともに、再生可能エネルギーを活用した産業振興などを通じて、GX 関連産業サプライチ

ェーンの構築・拡大に取り組んでいきます。 
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